
福崎町 

６ 

　
人
と
違
う
こ
と
は
い
け
な
い
こ
と

で
す
か
。
名
前
の
響
き
が
違
う
、
勉

強
が
苦
手
、
運
動
が
苦
手
、
も
の
の

好
み
が
違
う
・
・
・
。
こ
れ
ら
が
自

分
や
周
り
と
違
っ
た
ら
い
け
ま
せ
ん

か
。 

　
「
ア
ル
ビ
ノ
」
と
い
う
疾
患
を
知

っ
て
い
ま
す
か
。
体
中
の
色
素
が
抜

け
、
白
い
髪
と
白
い
肌
、
そ
し
て
赤

い
瞳
を
も
つ
人
た
ち
の
こ
と
で
す
。

日
本
に
も
、
こ
の
「
ア
ル
ビ
ノ
」
の

人
た
ち
は
お
ら
れ
ま
す
。
も
し
、
近

く
で
見
か
け
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

ど
の
よ
う
に
思
う
で
し
ょ
う
。「
気

持
ち
悪
い
」「
同
じ
人
間
じ
ゃ
な
い
」

…
。
こ
ん
な
感
情
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

同
じ
人
間
な
の
に
、
あ
ま
り
に
も
悲

し
く
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

　
次
は
、
身
近
な
存
在
に
目
を
向
け

て
み
ま
す
。
今
あ
な
た
の
隣
に
い
る

人
。
も
ち
ろ
ん
自
分
と
は
違
う
と
こ

ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
髪
の
質

感
や
背
の
高
さ
、
性
格
、
声
の
高
さ

や
大
き
さ
、
表
情
。
こ
れ
ら
が
自
分

の
親
し
い
人
や
身
近
な
人
と
少
し
で

も
違
っ
て
い
た
ら
、
遠
ざ
け
た
り
、

嫌
が
っ
た
り
し
ま
せ
ん
か
。 

　
人
は
み
ん
な
違
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
、
得
意
な
こ
と
、
苦
手
な
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
短
所
や
長
所
も
あ
り
ま

す
。
周
り
と
違
う
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
「
全
く
同
じ
」
は
あ

り
ま
せ
ん
。
「
違
う
こ
と
」
は
い
い

こ
と
な
の
に
、
な
ぜ
、
人
は
避
け
る

の
で
し
ょ
う
か
。 

　
私
は
「
偏
見
」
が
あ
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
「
周
り
が
こ
う
だ
か
ら
」

「
世
間
が
こ
う
だ
か
ら
」
と
何
で
も

「
多
数
派
」
を
自
分
の
も
の
さ
し
に

し
て
測
っ
て
、
世
界
を
狭
く
捉
え
て

し
ま
う
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
の
例
が
、
外
国
の
方
に
対
す
る

態
度
や
気
持
ち
で
す
。
来
日
さ
れ
る

方
が
増
え
て
き
た
と
は
い
え
、
ま
だ

学
校
や
近
所
に
多
く
お
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

金
色
や
赤
色
の
髪
、
異
な
る
顔
立
ち

を
み
れ
ば
、
避
け
た
り
、
差
別
や
い

じ
め
に
繋
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
も
う
一
つ
、
障
が
い
の
あ
る
方
に

対
す
る
行
動
も
そ
う
で
す
。
障
が
い

の
あ
る
方
は
不
自
由
な
と
こ
ろ
が
あ

り
、
差
別
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
自
分
が
も
し
そ
の
立
場
だ
っ
た

ら
、
と
て
も
悲
し
く
な
い
で
す
か
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
自
分
が
よ
く
知
ら

な
い
人
や
身
近
に
い
な
い
人
を
見
か

け
た
と
き
は
「
偏
見
」
と
い
う
檻
の

中
に
引
き
こ
も
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

知
ら
な
い
た
め
に
、
違
う
と
こ
ろ
を

笑
っ
た
り
し
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
は
全
て
、
「
自
分
と
違
う

こ
と
を
認
め
て
い
な
い
」
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
世
界
に

は
い
ろ
ん
な
人
が
お
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
を
認
め
て
く
だ
さ
い
。
「
偏
見
」

と
い
う
檻
の
中
か
ら
抜
け
出
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
う
し
た
ら
、
世
界
は
も

っ
と
楽
し
く
、
豊
か
で
面
白
く
な
る

と
思
い
ま
す
。 

　
二
〇
二
〇
年
に
は
、
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。
い

ま
ま
で
よ
り
も
更
に
た
く
さ
ん
の
人

が
日
本
に
や
っ
て
来
ら
れ
ま
す
。 

「
偏
見
」
と
い
う
自
分
の
世
界
に
引

き
こ
も
っ
て
い
て
は
、
視
野
が
狭
く

な
り
つ
ま
ら
な
い
ま
ま
で
す
。 

　
も
し
、
み
ん
な
が
一
人
ひ
と
り
の

違
い
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、

き
っ
と
全
て
の
人
が
偏
見
に
お
び
え

る
こ
と
な
く
「
自
分
ら
し
く
」
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

　
世
の
中
を
よ
り
よ
く
、
楽
し
く
暮

ら
す
た
め
に
は
「
個
性
」
を
尊
重
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま

す
。
「
偏
見
」
を
続
け
て
い
て
は
自

分
の
世
界
は
色
を
失
い
ま
す
。
「
個

性
」
を
認
め
ら
れ
た
ら
、
世
界
は
鮮

や
か
に
輝
き
は
じ
め
る
と
思
い
ま
す
。 

「
人
と
違
う
」
は 

　
　
　
い
け
な
い
こ
と
？ 

福
崎
西
中
学
校
３
年
　 

中
本
寧
音 

八千種小学校２年　白井汰知 

福崎小学校２年　橋本美羽 

は
い
ど
う
ぞ
　
や
さ
し
い
き
も
ち 

　
う
れ
し
い
よ 福崎

小
学
校
１
年
　
　 

中
居
沙
耶 

ふ
や
そ
う
よ
　
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
で 

　
笑
顔
の
輪 高

岡
小
学
校
６
年
　
　 

大
畑
み
さ
き 

あ
り
が
と
う
　
み
ん
な
で
ふ
や
そ
う 

　
感
謝
の
言
葉 田

原
小
学
校
６
年
　
　 

中
井
敬
翔 

助
け
な
い
　
そ
う
い
う
あ
な
た
も 

　
い
じ
め
て
る 福崎

東
中
学
校
１
年
　 

古
河
な
つ
み 

田原小学校２年　岩　陽莉 

福崎東中学校１年　　谷　凪 



生活科学 
センター 
だより 

注
文
し
て
い
な
い
の
に
…
 

　
―
送
り
付
け
商
法
―
 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 

〔
相
談
〕 

　
申
し
込
ん
で
い
な
い
の
に
商
品

を
一
方
的
に
送
り
つ
け
ら
れ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。 

  

　
突
然
注
文
し
て
い
な
い
靴
下
が

届
き
、
家
族
が
代
金
引
換
で
払
っ

て
し
ま
っ
た
。 

  

　
「
注
文
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
送

り
ま
す
。
」
と
電
話
が
か
か
り
、

注
文
し
て
い
な
い
と
拒
否
し
た
に

も
関
わ
ら
ず
住
所
を
聞
か
れ
た
。

届
い
た
ら
ど
う
し
た
ら
良
い
か
。 

 〔
処
理
〕 

　
事
例
①
、
②
と
も
注
文
し
て
い

な
い
の
で
代
金
を
支
払
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

　
事
例
①
で
は
、
相
談
者
が
既
に

業
者
に
交
渉
し
、
業
者
か
ら
返
品

に
応
じ
る
が
送
料
を
負
担
せ
よ
と

回
答
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

セ
ン
タ
ー
が
介
入
し
、
注
文
を
し

て
い
な
い
こ
と
を
再
度
伝
え
ま
し

た
。
業
者
か
ら
宅
配
業
者
の
領
収

書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
す
れ
ば
、
送
料
含
め

返
金
す
る
と
回
答
が
あ
り
、
後
日

返
金
を
確
認
し
ま
し
た
。 

　
事
例
②
で
は
、
商
品
が
届
い
た

際
の
注
意
点
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

し
た
。
注
文
し
て
い
な
い
こ
と
を

書
面
で
通
知
す
る
た
め
、
業
者
の

名
称
・
住
所
・
連
絡
先
を
メ
モ
に

残
し
て
か
ら
受
け
取
り
を
拒
否
し
、

セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
よ
う
伝
え

ま
し
た
。 
 〔

ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
事
例
①
の
よ
う
に
、
代
引
配
達

を
悪
用
し
、
家
族
が
注
文
し
た
と

勘
違
い
さ
せ
、
商
品
代
金
を
支
払

わ
せ
る
手
口
が
増
え
て
い
ま
す
。

払
っ
て
し
ま
う
と
、
代
金
は
戻
っ

て
来
な
い
可
能
性
が
高
い
の
で
、

注
文
し
た
も
の
か
家
族
に
確
認
で

き
な
い
場
合
は
受
け
取
り
を
拒
否

し
ま
し
ょ
う
。 

　
事
例
②
の
よ
う
な
電
話
が
か
か

る
ケ
ー
ス
で
は
、
業
者
か
ら
「
申

込
ん
だ
の
だ
か
ら
払
え
」
と
高
圧

的
に
言
わ
れ
、
押
し
切
ら
れ
て
購

入
を
承
諾
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。 

　
申
し
込
ん
だ
覚
え
が
な
く
、
購

入
す
る
つ
も
り
が
な
け
れ
ば
き
っ

ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。
電
話
で
勧

誘
さ
れ
承
諾
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条
件
解

約
）
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
一
方
的
に
商
品
を
送
り

付
け
ら
れ
た
場
合
、
法
律
で
は
使

用
せ
ず
に
十
四
日
経
過
す
れ
ば
商

品
の
返
還
義
務
は
な
い
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
判
断
に
迷
う
場
合

は
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。 

　
全
国
各
地
の
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ

ら
れ
た
相
談
を
見
る
と
、
６０
歳
以

上
の
相
談
件
数
が
全
体
の
８
割
を

占
め
て
い
ま
す
。 

　
高
齢
者
が
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て

い
な
い
か
、
周
り
に
い
る
人
が
見

守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

福
崎
町
の
消
費
者
行
政
に
対
す
る
　
　
　 

取
り
組
み
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　 

町
長
　
橋
本
省
三 

　
福
崎
町
で
は
、
平
成
２２
年
４

月
か
ら
市
川
町
・
神
河
町
と
共

同
で
、
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核

セ
ン
タ
ー
（
福
崎
町
立
生
活
科

学
セ
ン
タ
ー
内
）
を
設
置
し
、

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
業
務

や
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
今
後

も
消
費
生
活
相
談
員
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
や
、
出
前
講
座
な
ど
に

よ
る
消
費
者
へ
の
啓
発
活
動
や

情
報
提
供
を
と
お
し
て
、
悪
質

商
法
・
架
空
請
求
な
ど
多
様
化 

・
複
雑
化
す
る
消
費
者
問
題
に

対
す
る
被
害
防
止
に
努
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
関
係
機
関
や
各
種
団

体
と
の
連
携
に
よ
り
、
消
費
者

保
護
対
策
や
消
費
者
教
育
を
推

進
し
、
消
費
者
の
よ
り
安
全
・

安
心
な
く
ら
し
の
実
現
に
向
け

て
引
き
続
き
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
相
談
窓
口
の
充
実
を
図
り
ま

す
。 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

事
例
① 

事
例
② 

弁護士による 
投資被害無料相談会 
弁護士による 

投資被害無料相談会 
弁護士による 

投資被害無料相談会 

　絶対に儲かると言われ、意味がよくわから
ない証券取引をして損をしたなど、投資被害
に関する相談に弁護士が応じます。相談料は
無料です。 
 

２月２３日（木）１０時～１５時 
　◎電話相談　　０７９－２８２－７８６６ 
　◎面談相談 
　　場所：兵庫県弁護士会姫路支部会館 
　　　　　（姫路市北条１－４０８－６） 
　　　　　※前日までに電話で要予約 
　　　　　予約番号　　０７９－２８２－８４５８ 
　問い合わせ先：兵庫県弁護士会 
　　　　　　　　　０７８－３４１－８２２７ 

７ 



確定申告・住民税申告のお知らせ 

◆申告が必要な方 
・事業（自営業など）、不動産（地代や家賃）、農業の
所得がある方 
・報酬、個人年金の受取金、保険の満期（解約）受取金
などの所得がある方 
・給与や年金を２か所以上からもらっている方 
・給与所得者で年末調整をしていない方 
・２種類以上の所得がある方（例：給与所得と不動産
所得、年金所得と農業所得など） 
・土地建物や株式等の譲渡があった方 
・国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療保険に加
入している方　など 
 
◎収入がない場合も申告が必要です 
　申告は、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者
医療保険料の算定や軽減判定等の基礎資料となります。
正しく保険税（料）を算定し、保険税（料）の軽減判定
等を受けるためには、被保険者と世帯主の所得把握が
必要です。収入がない場合でも必ず申告してください。 
※申告がないと軽減が受けられない場合がありますの
で、ご注意ください。 

◆申告に必要なもの 
・確定申告書（税務署から送付されている方のみ） 
・源泉徴収票（給与所得者、年金受給者） 
・報酬等の支払調書、個人年金や保険の満期受取金等
の支払証明書 
・収支内訳書（農業・営業・不動産所得等のある方） 
・国民年金保険料等支払証明書 
・生命保険や地震保険料（旧長期損害保険料）の支払証
明書 
・医療費の領収書（保険金などで補てんされる金額が
分かるものを含む） 
・印鑑 
・マイナンバーカード　など 
 
※農業所得・不動産所得等の必要経費で固定資産の租
税公課が不明な方は、平成２８年６月１６日付けでお送
りした「平成２８年度固定資産税課税明細書」を必ず
お持ちください。 

◎申告書は自分で書いてお早めに 

平成２８年分の所得税の確定申告の窓口での相談及び申告書の受付は 

２月１６日（木）から３月１５日（水）までです。 

〈問い合わせ先〉　姫路税務署（　０７９－２８２－１１３５㈹） 
　　　　　　　　税務課（内線３４４・３４５） 

平成２８年分以降の所得に係る申告書にはマイナンバーの記載が必要です！ 重要なお知らせ 

申告手続きには、『マイナンバーの記載』＋『本人確認書類の提示又は写しの添付』が必要です。 
本人確認書類とは・・・ 

　◆マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方 

　　・・マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と持主確認）が可能です。 

　◆マイナンバーカードをお持ちでない方 

　　・・番号確認書類と持主確認書類を１点ずつお持ちください。 

《ご本人のマイナンバーを確認できる書類》 

・通知カード 

・マイナンバーの記載がある住民票の写し

又は住民票記載事項証明書 

などのうちいずれか１つ 

　記載したマイナンバーの 

　持ち主であることを確認できる書類 

・運転免許証　・・パスポート 

・在留カード　・・身体障害者手帳 

・公的医療保険の被保険者証 

などのうちいずれか１つ 

＋ 

８ 

番号確認書類 持主確認書類 

》 《 



平成２８年分　確定申告・住民税申告相談会受付会場 平成２８年分　確定申告・住民税申告相談会受付会場 

●身体の都合等で会場にお越しになれない方は、役場　税務課　住民税係へ連絡をお願いします。 

●日曜日も姫路労働会館で申告相談を受付します。 

　姫路税務署では、２月１９日及び２月２６日の日曜日にも姫路労働会館（姫路

市北条一丁目９８番地）で相談・申告書の受付を行いますので、所得税の確定

申告の方はそちらもご利用ください。両日とも姫路税務署では申告書の受付

等は行っていませんのでご注意ください。 

●申告期間中、役場での申告相談はできません。 

　対象集落の日にお越しになれない方は、別の集落会場、地区会場、もしく

は３月９日以降にサルビア会館へお越しください。  

※会場、時間帯によっては、待ち時間が長くなる場合もあります。時間に余裕を持ってお越しください。 

問い合わせ先　役場　税務課（内線３４４・３４５） 

月　日 

2月16日 

2月17日 

2月18日 

2月19日 

2月20日 

2月21日 

2月22日 

2月23日 

2月24日 

2月25日 

2月26日 

2月27日 

2月28日 

3月1日 

3月2日 

3月3日 

3月4日 

3月5日 

3月6日 

3月7日 

3月8日 

3月9日 

3月10日 

3月11日 

3月12日 

3月13日 

3月14日 

3月15日 

曜日 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

受付時間 

９時３０分～１４時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

 

９時３０分～１４時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１４時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１４時 

９時～１５時 

９時～１５時 

 

 

９時～１５時 

９時～１５時 

９時～１５時 

申告会場 

余 田 公 民 館  

鍛 治 屋 公 民 館  

八千種研修センター 

 

南 大 貫 公 民 館  

大 門 公 民 館  

福 田 公 民 館  

山 崎 公 民 館  

文 化 セ ン タ ー  

文 化 セ ン タ ー  

 

長 野 公 民 館  

文 化 セ ン タ ー  

板 坂 公 民 館  

田 尻 公 民 館  

八 反 田 公 民 館  

サ ル ビ ア 会 館  

 

西 治 公 民 館  

新 町 公 民 館  

西 光 寺 公 民 館  

サ ル ビ ア 会 館  

サ ル ビ ア 会 館  

 

 

サ ル ビ ア 会 館  

サ ル ビ ア 会 館  

サ ル ビ ア 会 館  

対　象　集　落 

余田・小倉 

庄・鍛治屋 

八千種地区 

 

南大貫・東大貫・西大貫 

北野・大門・加治谷・亀坪 

福田 

山崎 

馬田 

福崎地区・高岡地区 

 

桜・長野・神谷 

駅前 

板坂・田口 

西野・井ノ口・　川・田尻 

長目・中島・八反田・吉田 

田原地区 

 

西谷・西治・高橋 

新町 

上中島・西光寺・西野野垣内 

事業所得者、ほか 

事業所得者、ほか 

 

 

事業所得者、ほか 

事業所得者、ほか 

事業所得者、ほか 

９ 



◎土地等の譲渡所得および事業所得の 
　ある方へ 
　土地等の譲渡所得及び事業所得のある方は、申

告期間内に姫路税務署の開設する申告会場（姫路労

働会館）で申告してください。 

◎住宅ローン控除を受けられる方へ 
　住宅ローン等を利用して家屋の新築、購入また

は増改築をした場合で、一定の要件にあてはまる

ときは、居住の用に供した年以後１０年間、住宅借

入金等の年末残高の合計額をもとに計算した金額

の控除を受けることができます。 

　ただし、バリアフリー改修工事および省エネ改

修工事等に係る特定増改築による住宅ローン控除

の場合は、姫路労働会館で申告してください。 

◎医療費控除を受けられる方へ 
　平成２８年１月１日から１２月３１日までに支払われ

た医療費が対象となります。医療費控除を受けら

れる方は事前にご自身で、支払金額や、保険金な

どで補てんがあった場合はその金額を必ず集計し

ておいてください。集計されていない場合は、申

告時に順番を後にまわっていただくこともありま

すのでご了承ください。 

◎農業所得のある方へ 
　事前にご自身で販売金額や必要経費を必ず集計

しておいてください。減価償却費の計算のみ職員

がします。集計されていない場合は、申告時に順

番を後にまわっていただくこともありますのでご

了承ください。 

◎年金所得者の方へ 
　公的年金等の収入金額が４００万円以下であり、か

つ公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が２０万

円以下である場合でも、住民税の申告が必要です。 

　また、所得税の還付を受けるために申告をする

ことができますので、ご注意ください。 
ご自宅で確定申告書が作成できます 
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コ
ーナー」をご利用いただくと、画面の案内に従
って金額等を入力することにより、確定申告書
等を作成できます。作成した確定申告書はe-Tax
で送信できます。また、印刷して税務署へ郵送
等により提出することもできます。タブレット
端末を活用して申告書を作成することもでき、
次のようなメリットがあります。 

○ご自宅等で、いつでも計算誤
りのない申告書等を作成でき
ます。 
○作成した申告データーを保存
しておけば、翌年の申告時に
活用できます。 

詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）へ。 

姫路税務署からのお知らせ 
～申告書の作成・相談を希望される方へ～ 

会場：姫路労働会館（県総合庁舎南隣） 

期間：２月１６日（木）～３月１５日（水）※閉庁日除く 

時間：９：００～１６：００ 

※混雑状況により１５時までに相談受付を終了す

る場合があります。 

 

 

 

※税務署内に申告書作成会場は開設していません。 

※お車でのご来場はご遠慮ください。 

問い合わせ先　姫路税務署　　０７９－２８２－１１３５ 

申告書にはマイナンバーの記載と本人確認書
類の提示又は写しの添付が必要です！ 

　
青
色
申
告
は
、
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業
分
野
で

も
経
営
の
把
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に
重
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で
あ
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、

税
制
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も
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ま
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今
年
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な
お
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政
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平成２９年度軽自動車税のお知らせ 
□軽自動車税のグリーン化特例 
　平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までに初度検査を受けた四輪以上及び三輪の軽自動車で、排出

ガス性能及び燃費性能の優れた環境負荷の小さいものについて、「グリーン化特例」が適用されます。平成

２８年度に特例を受けたものは、平成２９年度では通常税額に戻ります。 

１１ 

車種別 
乗用 

５０％減 ２５％減 
５,４００円 
３,５００円 

２,５００円 
１,９００円 

２,０００円 

８,１００円 １０,８００円 
　６,９００円 
　５,０００円 
　３,８００円 
　３,９００円 

通常税額 

５,２００円 
３,８００円 
２,９００円 

３,０００円 

貨物用 乗用 貨物用 

Ｈ３２年度燃費基準 
＋２０%達成車 

（揮発油を内燃機関の燃料と 
する軽自動車に限る）　 

（揮発油を内燃機関の燃料とする軽自 
　　動車に限り、②の軽自動車を除く）　 

Ｈ２７年度燃費基準 
＋３５%達成車 

Ｈ３２年度燃費基準 
達成車 

Ｈ２７年度燃費基準 
＋１５%達成車 

Ｈ１７年排出ガス基準７５％低減達成 
電気自動車及び 
天然ガス自動車 

Ｈ２１年排出ガス 
基準１０％低減車 区分 

軽減率 ７５％減 
２,７００円 
１,８００円 
１,３００円 
１,０００円 
１,０００円 

乗用・自家用 
乗用・営業用 
貨物・自家用 
貨物・営業用 
三輪 

生ごみ処理容器・生ごみ処理機で 
ごみ減量化に取り組みませんか？ 
生ごみ処理容器・生ごみ処理機で 
ごみ減量化に取り組みませんか？ 
　福崎町では、生ごみ処理容器・生ごみ処理機（電

気式）を購入された方に、助成を行っています。 

※過去５年以内にこの補助を受けられた方は補助
の対象となりません。 
※口座への振込みを希望される場合は通帳などが
必要です。 

申請・問い合わせ先　住民生活課（内線３７３） 

補助額 
購入価格１/２以内で 
上限２,５００円 

購入価格１/２以内で 
上限２０,０００円 

２基まで １基まで 

印鑑、領収書 
印鑑、領収書、保証書、 
製品のカタログ 

申請 
（１世帯） 

申請に必 
要なもの 

生ゴミ処理容器 生ゴミ処理機 

「歩行者も交通ルールを守りましょう」 
　道路を歩く際には、交通事故にあわないために、

交通ルールをしっかり守りましょう。 

　片側にしか歩道がなくても、歩道のある道
路では歩道を歩きましょう。事故に巻き込ま
れないため、なるべく車道から離れたところ
を歩きましょう。 

①歩道のある道路 

　夜間は運転者から見えやすいように白や黄
色などの明るい目立つ色の服装や反射タスキ
や反射リストバンドなどの反射材を身に着け
ましょう。 

③夜間の歩行について 

　歩道のない道路は、道路の右端を１列で歩
きましょう。 

②歩道のない道路 
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